
東京電力HD㈱福島第一原子力発電所廃炉
基礎・基盤研究

公募中
令和２年４月〆切（予定）

課題解決型(一般) １億２千万円（３年間）

課題解決型(若手) ４千５百万円（３年間）

国際協力型(日英) ６千万円 （３年間）

英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業
（廃炉研究等推進事業補助金（CLADS補助金））

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
廃炉国際共同研究センター（ＣＬＡＤＳ）

2号機 内部調査
出典：東京電力ホールディングス

https://fukushima.jaea.go.jp/hairo/task/

※本予算の執行は令和２年度予算成立が前提



・基礎・基盤研究の全体マップ（廃炉ニーズ）
https://fukushima.jaea.go.jp/hairo/platform/map/map.html

・研究課題は、主に本マップから募集いたします。

令和元年度 研究人材育成型廃炉研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
「燃料デブリ取り出し時における炉内状況把握のため
の遠隔技術に関する研究人材育成」

東京大学 淺間 一教授（ロボット工学）

平成27年度廃止措置研究・人材育成等強化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
「福島第一原子力発電所構内環境評価・デブリ取出しから廃炉までを
想定した地盤工学的新技術開発と人材育成プログラム」

(公)地盤工学会 東畑郁生廃炉地盤工学委員会委員長
（地盤工学）

平成３０年度 課題解決型廃炉研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
「アルファダストの検出を目指した超高位置分解能
イメージング装置の開発」

東北大学 黒澤 俊介准教授（計測工学）
解決したい廃炉ニーズ：
廃炉工程で発生する放射性飛散微粒子挙動の解明（α
ダスト対策を含む）

解決したい廃炉ニーズ：
遠隔技術による燃料デブリ取り出し作業のモニタリ
ング、燃料デブリの状況把握

解決したい廃炉ニーズ：
廃炉地盤工学を通じた人材育成による「燃料デブリ取
出し」及び「長期的な措置を要する廃棄物対策」への
アプローチ

全体スケジュール

応募 審査 研究期間
・原子力機構との間で委託研究契
約を締結します（毎年度）

・毎年度額の確定調査があります
契約締結日
研究開始

公募期間 令和２年３月頃開始（予定）

様々な分野から多くの研究者が参画しています

廃炉研究は、未知への挑戦だ！！

研究開始 令和２年９月頃開始（予定）
事業期間 ３年以内（令和５年３月迄）

契約

・当資料は事業の概略を説明するものです。
申請にあたっては必ず募集要項等をご確
認ください。

・毎年度、成果報告書（原則公開）を提出
する必要があります。

・本事業はプログラムディレクター、プロ
グラムオフィサーと協力しながら研究を
進めます。

留 意 事 項
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